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令和５年度 池尻・三宿地区防災塾 実施報告書 

 

 

世田谷総合支所地域振興課 

                           池尻まちづくりセンター 

 

 

（１） 実施日 

令和６年１月２８日（日曜日）１０：００～１２：０５ 

 

（２） 会場 

池尻まちづくりセンター３階 第２会議室 

 

（３） 講師  

せたがや防災ＮＰＯアクション 宮﨑 猛志 氏 

 

（４） 参加人数：４１名 

内  訳：参加者３０名、ＮＰＯ２名、あんしんすこやかセンター職員１名、 

区職員８名 

参加団体：管内８町会・自治会、三宿つくしんぼホーム、あけぼの学園、日赤池

尻分団、民生委員・児童委員、食糧学院、世田谷警察署（ふれあいポ

リス）、世田谷消防団第一分団、池尻小学校ＰＴＡ、三宿小学校、三

宿小学校ＰＴＡ、多聞小学校、多聞小学校ＰＴＡ 

 

（５） テーマ 

『～避難所運営を考える 避難所運営ゲームＨＵＧ～』 

 

（６） 実施内容 

① 開会（１０：００～１０：０５） 

② 事前講義（避難所運営の実情。直近の事例を交えて）（１０：０５～１０：２０） 

③ 事前説明「世田谷版ＨＵＧについて」（１０：２０～１０：２５） 

④ 図上演習（図面・配置確認）（１０：２５～１０：４０） 

⑤ 演習（本番）（１０：４０～１１：３０） 

⑥ 振り返り（１１：３０～１１：４０） 

⑦ 講評、質疑応答（１１：４０～１２：０５） 

⑧ 閉会（１２：０５） 
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（７）成果物 

①～③ 開会、事前講義、説明 

 

講師による講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④～⑥ 演習、振り返り 

 

演習、振り返りの様子 
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演習、振り返りの様子 
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参加者感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 講評、質疑応答 

 

講師による講評、まとめ 
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・本日参加の皆さんは、避難所運営におけるマネージャーとして動いていただく。

一般避難者などの方に、プレーヤーとして動いてもらう。 

・避難所運営では、情報の集約が大事。例えば避難者への情報提供のための掲示物

が膨らみ、必要な情報が得にくくなったりする。また、「拠点隊」であり、区（災

害対策本部・災対世田谷地域本部）と各避難所を繋ぐ、池尻まちづくりセンター

との連携も重要。 

・避難所運営にあたっては、ＮＰＯなど外部の力も借りつつ、ルールづくり、運営

の組織化が大事。 

・避難所のリーダーには迅速な判断が求められる。もし支援の申し出があったら断

らず、即決するべき。 

・避難所でマスコミの取材を受けると、マスコミ関係者が多数押し寄せるなど、避

難所生活や運営に支障を来す場合がある。一方で、マスコミに取り上げられるこ

とで、支援が入りやすくなる側面もあり、判断が難しいところ。 

 

 

アンケート集計 

別紙のとおり 

8







NPO

HUG

5



NPO

 

9







5

10

50

15

HUG

20



HUG

10











11











OK

12











13











14







HUG





4

11 M7.3 15

15







1 13





16











17











18







etc





HUG

19







 







  


20



日　付 令和6年1月28日

地　区 池尻

１－１）ご自身について（性別）

①男性 ②女性 ③未記入等

数 13 9

１－２）ご自身について（年齢）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上

数 6 5 5 5 1

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦
　（主夫）

⑦無職 ⑧その他 ※重複回答あり

数 3 4 1 2 4 2 6 1 ※建築設計

②令和４年度 ③その他

数 12 3

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数 4 17

数 数

9 17

7 17

14 15

18

数 数

14 14

11 13

8 9

7

12

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集
まって具体的に議論

⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

①令和元年度（平成３１年度）以前

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たち
でできる災害対策が講じられた。

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化
された。

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討す
る）を学ぶことができた。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。

⑨その他

⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳
しい説明

⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　上記の「3」の理由をご自由にご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

3　防災塾に参加して、地域防災について十分な意見交換や議論ができたと思いますか。

・課題を具体的に浮き彫りに出来た

6

6　今後の希望する「防災塾」の進め方について

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工
夫や事例に関する防災講演

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対
策をより具体的に議論

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から
広く意見がもらえる会合

・様々な立場の方から具体的な想定、意見が活発に出され非常に参考になった

・まだ防災について勉強が足りない

・新たに実践カードによるシュミレーションを出来た

5　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと

・問題が沢山あることが分かりました

・時間が短い。年齢層が偏っている

・限られた時間の中ではありましたが皆が積極的に意見を出し合い意見交換が出来ました

・コロナ禍の為活動が制限され交流があまり出来なかった

・はじめてのHUGゲームとても良い経験でした。具体的な課題がたくさん見えたと思います
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数 数

9 9

3 3

7

①知っていた ②知らなかった ③未記入等

数 6 14

数 数

9 12

5 7

11 8

①継続して
参加したい

②都合がつけ
ば参加したい

③どちらとも
言えない

④あまり参加
したくない

⑤まったく参
加したくない

数 13 8

１1　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

・今回具体的な場面を考える事が出来ました。次回も参加したいと思います

・声かけを広げより広い年齢層に参加してもらうことも必要ではないか

・具体的なイメージを持つことができ大変勉強になりました

・起こりうるであろう地震対策など教えて下されば

＜その他＞（実施したいことがあれば記入）

１0　防災塾に継続して参加したいと思いますか。

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的な
ルールづくりや担当決め

⑤全く知らない。

9　地区防災計画の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの
住民視点からの課題と対策の追加

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対策
方法に関する話し合い

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できる
か体を動かした検証（実践）

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所や地
域資源の発見と整理

②他所の地区で作成された地区防災計画を読んだことがある。

③防災塾で説明を聴いたことがあり、ある程度は知っている。

8　平成２９年3月より、地区防災計画を区HPに掲載していますが、ご存知ですか。

7　地区防災計画制度がつくられたが、本制度の内容はご存知ですか。

①地区防災計画作成のガイドラインを読んだことがある。 ④言葉は聴いたことがあるが詳しくは知らない。
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  1/12 

防災塾 実施報告書 

 

世田谷総合支所地域振興課 

太子堂 まちづくりセンター 

 

（１）実施日 令和６年１月１３日（土曜日）午前９時３０分～１１時３０分 

 

（２）場所  三茶しゃれなあどホール スワン・ビーナス 

 

（３）参加人数 ４６人 

   〈主催〉太子堂地区身近なまちづくり推進協議会、太子堂まちづくりセンター 

   〈協力〉太子堂地区連合町会 

   〈参加団体〉（順不同） 

    太子堂地区連合町会、太子堂地区身近なまちづくり推進協議会、 

    太子堂地区ごみ減量・リサイクル推進委員会、世田谷消防団第２分団、 

青少年太子堂地区委員会、昭和女子大学、中里小学校避難所運営委員会 

太子堂小学校避難所運営委員会、民生委員・児童委員協議会、 

三軒茶屋銀座商店街振興組合、無印良品三軒茶屋店、 

世田谷ボランティア協会、ＮＰＯ法人まちこらぼ 

太子堂あんしんすこやかセンター、太子堂地区社会福祉協議会  

区職員１２名 

 

（４）テーマ 

   在宅避難に必要な水と衛生について 

 

（５）実施内容 

    ●開会あいさつ 太子堂地区身近なまちづくり推進協議会 会長 稲田 實 

            世田谷総合支所長 加賀谷 実 

① 世田谷区避難所運営マニュアルの改定について 

    〈説明〉世田谷区太子堂まちづくりセンター 所長 廣瀬 丈裕 

② 講演 在宅避難に必要な水と衛生について 

〈講師〉国立保健医療科学院 生活環境研究部 

上席主任研究官 浅見 真理 氏(中里小学校避難所運営委員) 

    ➂ワークショップ 

・在宅避難をイメージしてみよう! 

       在宅避難に必要な備蓄物品や各々の行動などについて、各班で話し合う。 

    ④意見交換・発表 

    ⑤講評 世田谷区地域振興課長 佐久間 聡 
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（６）成果物 

＜当日写真＞ 

 

１．第１部 世田谷区避難所運営マニュアルの改定について                

  

 

２．第２部 講演在宅避難に必要な水と衛生について  
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３．グループワーク 在宅避難をイメージしてみよう! ※グループ構成はランダム 

（グループ検討）            Ａ班 

    
 

Ｄ班                 Ｅ班 

    

 

（発表） 

Ｂ班                 Ｃ班 
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Ｆ班 

 

 

４．各グループ成果物 

Ａ班                 Ｂ班 

   

 

Ｃ班                 Ｄ班 
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Ｅ班                 Ｆ班 

   

 

５.講評 

   

 

【講評】 

 ４年ぶりに意見交換ができる形で実施ができ、大変有意義な時間であったと思う。 

年頭の能登半島地震について、日々テレビなどで避難所の現状が伝えられているが、 

近年言われているように、いつどこで震災が起きるかわからない。 

能登の避難所の様子を参考に、引き続き避難所運営など地域防災力の向上にご支援、 

ご協力をいただきたい。 

 

●防災塾を受けて次年度の取り組み 

① 太子堂地区防災マップの改正 

② 在宅避難に対する支援や情報発信手段などについての避難所運営委員会での検

討、マニュアルへの反映 

③ ペット避難への対応 
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【第１部】世田谷区避難所運営マニュアルの改定について 

【第２部】在宅避難に必要な水と衛生について 

   

28



 7 / 12 
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日　付 令和6年1月13日

地　区 太子堂

アンケート回答人数:30名

(理由)　・在宅避難と水と衛生について大切なことがわかった。トイレの使用法に注意が必要だと思った。　・判りやすかった

・テーマの範囲が大きく全体的に浅くなってしまったので、ポイントをしぼってアイデア等を引き出してほしかった

・在宅避難についてよくわかった　・久しぶりにこの様なディスカッションが出来たのは非常に有意義だった

・地域でどのような方々が問題意識を持って暮らしていらっしゃるのかを知ることができました　・どのくらいの水や食料等が必要か学べた

・備蓄品のアイデアが具体的に多数出た事　・在宅避難の準備の必要性の再認識ができた。ありがとうございました。

・生活環境の異なる方々の防災意識を聞けて良かったです　・地域の方々と交流しながら在宅避難について学ぶことができた

・在宅避難の重要性やどのようにして備えをしていくべきか知ることが出来た　・日頃、考えていなかった事が良くわかった

・能登地震後であるだけに何を話すか興味を持っていた　・在宅避難について知識を得ることができた

・身近な話で、色々ためになる事が多かった　・マスクなしで、ゆっくり話してほしい　

・避難にあたって意識すべきことを知ることができた。備蓄の再確認ができた。　

・分かっている様で忘れている内容があり、大変参考になりました

①時間について

(意見)

②内容について

・避難所と同じように食料、情報等の供給はあるか　・家が心配になりました。安全な部屋を一室造りたい。　・食料の備蓄がむずかしい

・家具等は固定していますが、そもそも建物は大丈夫なのか。火が出ないか。　・自宅にて備蓄が十分ではない　・正しい情報を知ること

・耐震基準に合った家でない家があるていどある(新しく家がたてられない、3m通路がない、道路に面していない)。火災に対してどうするか

・自分自身ではないが、集合住宅(マンション)の方は基本的に対象外であることを知らない。千代田、中央あたりでは明確にされている。

・経験したことがないので心配はつきない。ただそもそも避難所のキャパシティが足りていないことは気になっていたので、区としてもその点を

重要視していることがわかってよかったです。　・余震が来たときに大丈夫か、とても不安になると思います　・避難するかどうかの判断

・1人でいるときにけがなどですぐに動けない場合、どうしたらよいか　・木密地域なので火災の心配、在宅避難ができるかどうか

・家が避難に耐えられるかが不安。ご近所の在宅避難の準備も大切と考えている。　・防災備蓄の為の場所を考えなおす

・大きな余震が心配です。2次災害がないように建物のトリアージが急がれます。

・何をどれくらいなどリストがあればよい。リストをもとに準備したい。

①よかった ➁ふつう ➂よくなかった 回答なし

13 11 0 6

0 27 2

回答なし(その他)

1

①長かった ➁ちょうどよかった ➂短かった

0

回答なし

0

5 24 0

回答なし

1

・横浜市の例なども紹介され分りやすかった　・グループワークで情報を共有できたこと　・改めて再認識できた

５　４で「ある」とお答えの方、具体的に心配と感じていることは何ですか

防災塾アンケート　結果

３　グループワークはいかがでしたか。

1　講演内容はいかがでしたか

２　講演時間はいかがでしたか

４　避難所運営を行う上で、心配なことはありますか

25 5

20

参加人数:33名　
【テーマ】在宅避難に必要な水と衛生について

①よかった ➁まあまあだった ➂よくわからなかった

①短かった ➁ちょうどよかった ➂長かった

①ある

自分自身どのように対応したら良
いか理解していなかった

②ない

7

➂わからない

3

回答なし

0
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・地区の方を知るよい機会となった。グループワークはカテゴリー別に活せたので効果的であった。短時間でも和気あいあいとできた。

　若い方にも参画いただきたい。　・本日はありがとうございました。参考になりました。　・物資の搬入のあり方

・上の5に対してどのような解決方法があるのか知りたい。太子堂1丁目。　・お年寄りの方の避難などピンポイントな話も必要かと思います。

・在宅避難の際のそれに対する行政のサポートや、どうすればより安全で地域のためになる在宅避難が可能になるのか、日頃の備えや

ネットワークづくりについて知りたいと思いました。　

・すばらしいグループワークもあり、有意義でした。またこのような機会をつくってください。感謝。　・今日はありがとうございました。

・マスコミの統制について力をつけるべき。行政や応援部隊が一生懸命従事しているのに批判はやめさせるべきである。

・一般住民に防災訓練とかに参加者を多くする工夫が足りないです。広報、通知の方法。

・グループワークで町会の方や学生の方とお話することができました。短い時間でしたが、皆さんのお話が参考になりました。

本日はありがとうございました。

６　その他、今後知りたいこと、ご意見などございましたらご記入ください。
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防災塾 実施報告書 

 

世田谷総合支所地域振興課 

若林まちづくりセンター 

 

（１）実施日 令和５年１０月８日（日曜日）午前１０時～正午 

（２）場所  若林まちづくりセンター ３階活動フロアー 

（３）参加人数 ２１人 

（４）テーマ 

   「近年の自然災害とマンションの備え」 

～マンション防災マニュアルの重要性について～ 

（５）実施内容 

①講師説明 

 第一部 講演「近年の自然災害について」          

マンション管理士・防災士 稲葉 護 氏 

     第二部 講演「マンション防災マニュアルの重要性と 

東京とどまるマンションについて」             

マンション管理士・防災士 田邊 実 氏 

※（防災用無線機の実演含む） 

      第三部 講演「マンション防災マニュアルの作成について」           

         マンション管理士・防災士 小出 由久 氏 

      ②質疑応答 

参加者５人から６つの質問があり、講師及び若林まちづくりセンター職員が 

その場で回答した。 

質問内容（抜粋） 

・マンション内で避難訓練を実施したが７５％の参加率だった。もっと参加 

してもらうにはどうしたら良いか。 

・防災用無線機は１機あたりいくらくらいで購入できるか。 

・避難行動要支援者の名簿の件をもっと詳しく教えてほしい。 

（６）成果物 

別紙写真参照 
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 2 / 2 
 

令和５年度 若林地区防災塾 成果物 

 

世田谷総合支所長挨拶             第一部 講演 

 

第二部 講演              第二部 防災用無線機の実演 

 

第三部 講演                質疑応答 
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日　付 令和5年10月8日

地　区 若林

１－２）ご自身について（年齢）

①男性 ②女性 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上

数 7 4 0 0 0 0 0 5 5 2

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦 ⑦無職 ⑧その他

数 1 0 0 3 2 1 7 0

②令和２年度 ③令和３年度 ④令和４年度

数 0 0 1

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数 0 8 1 3 0

数 数

5 4

4 0

6 2

5

数 数

3 5

3 6

3 2

3

7⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介

0

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論
⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳し
い説明

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集
まって具体的に議論

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たちで
できる災害対策が講じられた。

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化さ
れた。

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討す
る）を学ぶことができた。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。 ⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

⑨その他
（　　　　　　　　　　　　 ）

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　上記の「3」の理由をご自由にご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

１－１）ご自身について（性別）

3　防災塾に参加して、地域防災について十分な意見交換や議論ができたと思いますか。

①令和元年度（平成３１年度）以前

2

　　・情報が豊富で、参考になった。
　　・住民への意識の浸透がはかられているとはいえない。
　　・時間不足
　　・演者は資料のメモを読むのではなく、各自で参加者に何を理解してもらいたいのか、それをきちんと語ってもらいたい。それが実ある議論に
　　　繋がるのではないか。

5　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと

6　今後の希望する「防災塾」の進め方について

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工夫
や事例に関する防災講演

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対
策をより具体的に議論

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から広
く意見がもらえる会合
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数 数

6 6

0 2

0

①知っていた ②知らなかった

数 2 12

数 数

5 3

5 3

4 7

①継続して
参加したい

②都合がつけ
ば参加したい

③どちらとも
言えない

④あまり参加
したくない

⑤まったく参
加したくない

数 6 7 1 0 0

１1　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

＜その他＞　・地震対策と効果を明記して、対策をうながすパンフレットの作成配布
　　　　　　・避難通路のガイダンスが必要（矢印？地面の矢印）
　　　　　　・②④町会員、町会長の参画、⑥町会毎に集まり実践に向けたロールプレイ
　　　　　　・初動としての安否確認の具体的な例

１0　防災塾に継続して参加したいと思いますか。

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

9　地区防災計画の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの住
民視点からの課題と対策の追加

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対策
方法に関する話し合い

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できるか
体を動かした検証（実践）

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所や地
域資源の発見と整理

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的なルー
ルづくりや担当決め

②他所の地区で作成された地区防災計画を読んだことがある。 ⑤全く知らない。

③防災塾で説明を聴いたことがあり、ある程度は知っている。

8　平成２９年3月より、地区防災計画を区HPに掲載していますが、ご存知ですか。

　　・情報に対する取扱にもっと重点が必要。ファクトチェックなど情報が多く出る中で、フェイクによる混乱が考えられる。防災は情報戦である
　　　という考え方が必要ではないか。
　　・若林地区にはマンションが多いので、参加者だけでなく、すべてのマンションに周知して自立した対策を準備していただくことが重要。ぜひ
　　　ご努力を期待しております。
　　・「防災マニュアル」を作成したいと考えてきたので、今日そのマニュアルを作成する際の「マニュアル」について説明があり、大変参考に
　　　なった。ただし、概ね、組織づくりが簡単にいかないと思うが、チャレンジしていきます。ありがとうございました！
　　・充実した内容でした。ありがとうございました。
　　・第三部のテーマが一番聞きたかったが、かけ足の説明で、スライドの内容を全ては読み込めなかった。後で配付資料をじっくり読もうと思うが
　　　文字が小さく読みづらい。
　　・個人情報保護法の関連もあり、名簿等を作り配布する事が困難。どういう対処が理想か。
　　・初めて参加させていただきましたが、各講師が短時間に要点をわかりやすく説明して大変に良かったです。今後も参加したいと思います。
　　・時間的余裕なし

7　地区防災計画制度がつくられたが、本制度の内容はご存知ですか。

①地区防災計画作成のガイドラインを読んだことがある。 ④言葉は聴いたことがあるが詳しくは知らない。
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防災塾① 実施報告書 

 

世田谷総合支所地域振興課 

上町まちづくりセンター 

 

（１）実 施 日  令和５年１１月２５日（土）午前１０時～１１時 

（２）場    所  上町まちづくりセンター ３階活動フロアー 

（３）参加人数 ４４人 

        【内訳】 

        区民 ２８人 

        民生委員・児童委員 ５人 

        上町地区身近なまちづくり推進協議会防災対策部会員 ９人 

        上町あんしんすこやかセンター職員 １人 

        社会福祉協議会上町地区事務局職員 １人 

（４）テーマ 

   「震災時に慌てないために今から備える～水の備え～」 

（５）実施内容 

   震災に対して、日ごろから自分自身でできる水の備えや、震災時に役立つ情報、

災害時給水ステーション等について学ぶ講習会 

（６）成果物 （写真、配付資料、アンケート結果） 

   ・写真（講義の様子）↓ 
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災害等で、もしも断水してしまったら…!?

飲み水以外でも生活に欠かせない水。災害等の万が一のために、

※水道キャラバンホームページからダウンロード可能です。
　https://www.suido-caravan.jp/cities/book/

地震や集中豪雨のとき、水道は大丈夫？
災害で断水したらどうすればいいの？
水道水って本当に安全？

ポイント①
『ふたのできる容器に口元まで』
塩素の消毒効果を保つため浄水器を通したり、
沸かしたりせず、蛇口から直接、
口元いっぱいまでそそぎましょう。

日頃から水を備えておくことが重要です！

詳細は中をご覧ください！

すぐにできる、水の備えすぐにできる、水の備え

ポイント②
『1人1日3リットル』
人間に必要な水の量は1人1日3リットルです。
この量を目安に、3日分程度のくみ置きをしてください。

ポイント③
『常温で3日間、冷蔵庫では10日間』
塩素の消毒効果は直射日光を避けて
常温で3日、冷蔵庫で10日程度持続します。

1ℓ 1ℓ 1ℓ

3日10日

清潔で蓋の
できる容器

災害等で、もしも断水してしまったら…!?

1

水道キャラバンブックレット

6～9月頃

ご参加いただける水道局の事業のご紹介

MEMO

下記の空欄に、最寄りの災害時給水ステーションの施設名と所在地を記入し、
ご家族やご友人、ご近所の方へのお知らせや回覧にご活用ください。

楽しく学べるPR施設

水の不思議と大切さを科学の視点で学
べる体感型ミュージアム

東京都水の科学館

最寄りの
災害時給水
ステーション

通年

緑豊かな森林へと再生するための、森づく
り活動へのボランティア　※16歳以上対象

多摩川水源森林隊 通年

水道親子サポーター

多摩川水源サポーター 通年

東京水道水源林寄附金 通年

水道事業サポーター

通年

通年

水道週間にちなみ、東京の水道水や水道
に関するポスター・作文を小中学生から
募集

水道週間作品コンクール

随時

水道事業サポーター

自然や水道施設などとのふれあいや体験など

作品の応募など作品の応募など

通年夏～秋頃ウォーキング

水道水源林、玉川上水の見どころを歩き
ます。

（水源林ツアー／玉川上水）
Tokyowater
Drinking Station
都内に900か所近くある水飲栓で気軽に
給水

東京国際フォーラム

8

所在地：江東区有明三丁目 1番 8号

江戸時代から今日までの水道の歴史を分
かりやすく楽しみながら学べます。

東京都水道歴史館
所在地：文京区本郷二丁目 7番 1号

奥多摩の豊かな自然や文化、小河内ダム
の仕組みを紹介

奥多摩 水と緑のふれあい館
所在地：西多摩郡奥多摩町原 5番地

※新型コロナウイルス感染状況等により、臨時休館や入場
　制限等を行う場合があります。
　来館の際は、ホームページで詳細をご確認の上、お越しく
　ださい。

※各事業は、新型コロナウイルスの感染状況等により中止または延期となる可能性があります。最新の情報は水道局ホームページなどでご確認ください。
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水道水源林 AR

くらしを支える、

安全でおいしい水道水をお届け  P5安全でおいしい水道水をお届け  P5
24時間365日安全で
おいしい水道水を
お届けしています。
・浄水処理の主な工程
・高度浄水処理
・徹底した水質管理
・浄水場の覆蓋化

水道水源林を守るための取組  P4水道水源林を守るための取組  P4
多摩川上流域に広がる森林
「水道水源林」を
120年以上にわたり管理し、
水を育む豊かな森を
守っています。
・水道水源林の果たす役割
・多摩川水源森林隊
・民有林の購入

くらしを支える、 安全でおいしい水道水を、
24時間いつでもお届けするために様々な取組を行っています。

震災等への取組  P6震災等への取組  P6
皆様へ水をお届けするために
様々な対策をしています。 
・水道管路の耐震継手化　
・管路の二重化・ネットワーク化
・浸水対策
・災害時給水ステーション

AR

耐震継手管 AR

専用アプリを起動したスマートフォン等でこのパンフレット
内の　　　マークのついた画像を読み込むと、画像・動画
等をご覧いただけます。
（専用アプリのダウンロードは水道局ホームページから）

AR

局ＨＰも
ご覧ください

毎日の
水質検査結果は
こちら

水道に関するお問合せを手軽に水道に関するお問合せを手軽に
AIチャットボット「水滴くん相談室」

詳細はこちら

32

AR

水道局ホームページ上に、24 時間 365日稼
働するチャットボットを公開。
チャットボットに質問を入力すると、AIが 水
道の申込み手続きや工事情報など、知りたい
情報をご案内します。

水道キャラバンホームページ水道キャラバンホームページ
おうち水道キャラバン
水道について動画で学べる「おう
ち水道キャラバン動画チャンネ
ル」や応募すると素敵なプレゼン
トがもらえる「東京水クロスワー
ドパズル」など、たくさんのコン
テンツを用意しています。ぜひア
クセスください！

水道事業等について
さらに知りたい方は…
水道事業等について
さらに知りたい方は…
水道局ホームページや
広報パンフレットを
ご覧ください。
・東京の水道
・水道・くらしのガイド
・水道水源林
　～みんなでつくる豊かな水源の森～
・行ってみよう！！東京水道名所
　　　　　　　　　　　　　　　など

ダウンロードは
こちらから  

高度浄水処理 AR

おうち水道キャラバンは
こちら

※画像はイメージです。
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水道水源林を守るための取組
雨水を蓄えたり、きれいにしたりする働きをもつ水道水源林。
東京都水道局は、120年以上にわたり水をはぐくむ豊かな森を守っています。

水道水源林の果たす役割 ～ 森林をきちんと管理 ～

森林は、降り注いだ雨を土壌に
一時蓄え、長時間にわたり
少しずつ、ほぼ一定に近い状態で
流出させます。

水源かん養機能
雨水に含まれるちりなどが、
土の中を移動する間にろ過・
吸着され、きれいな水となって
河川に流れ込みます。

水質浄化機能
森林では根が土の移動を抑え、
土砂崩れなどが起きにくくなります。
また、森林の中には落ち葉や
枯れ枝が積もっているので、
雨によって表面の土が流される
ことなく、川やダムに土砂が
流れ込むことを防いでいます。

多摩川水源森林隊 ～ 荒れた森を緑豊かな森に戻す ～
多摩川上流域の森林の、民有林の一部では、
荒れてしまった森が増え、土砂が流れ出すなど、
小河内ダムへの悪い影響がとても心配されています。

1,000名を超えるボランティアが存在し、
定期的に多摩川上流域の民有の人工林の保全活動が行われています。

水道局は、所有している水道水源林だけでなく、
こうした民有林への取組により、水源の確保に努めています。

※16歳以上が対象となります。

　

民有林の購入 ～ 健康な森林を増やす ～
所有者が手放す意向がある民有林を公募して購入しています。
さらに、小河内ダムへの影響が懸念されるエリアを「民有林重点購入地域」と位置付け、積極的に購入し、
水道水源林として適正に管理していく取組を行っています。

土砂流出防止機能

AR

4

枝打ち 下刈

間伐

道づくり枝打ち 下刈

間伐

道づくり

動画はこちら

安全でおいしい水道水をお届け
浄水場で川から取り入れた水を、沈殿→ろ過→消毒の工程と、
徹底した水質管理を行い、24時間365日安全な水道水をお届けしています。

浄水処理の主な工程

高度浄水処理 ～ より安全でおいしい水づくり ～

水を緩やかに流したり、薬品（凝集剤）を
使ったりして、水中に混じっている泥や
細かな砂などの濁質を沈めて取り除きます。

沈殿では取り除けなかった水中の
微粒子などを、ろ過膜や砂の層を通すことで
取り除きます。

塩素は水中にとどまって効果が持続する
特徴があるため、塩素消毒により、
蛇口に届くまでの間、細菌が繁殖しないよう、
水道水の安全を守っています。

「沈殿」「ろ過」「消毒」では取り除けないにおいのもとを取り除くことができる「高度浄水処理」を導入しています。

浄水場の覆蓋化 ～ 外から異物が入らないように ～
浄水場には、大きな池がたくさんありますが、災害等に備えて、
これから新しく作る大きな池は、屋根や蓋をつける、覆蓋化を進めています。

❶ 沈殿 ❷ ろ過

かび臭の元となる物質等を
バラバラに分解する処理です。

バラバラになった物質を、
活性炭の吸着作用と
活性炭に繁殖した微生物の
分解作用とを併用して
処理します。

❶ オゾン処理 ❷ 生物活性炭吸着処理

❸ 消毒

徹底した水質管理 ～ 様々な場所できめ細かな水質管理 ～

利根川や荒川、多摩川など関東地方の
約70か所で調査

都内131か所の蛇口に設置された
自動水質計器で残留塩素等を監視しています。

水源の水質調査 蛇口での管理

5

ふく がい か

ふくふた がい か

!!

!

!

!

!

!

!!

!

!

水質調査地点は
関東で約70か所
水質調査地点は
関東で約70か所

様々な分析機器を使用して水質を検査しています。
また、魚の反応から毒物などの異常を検知します。

浄水場での管理
水質検査 毒物検知水槽 自動水質計器

24時間常時監視24時間常時監視
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6

災害時給水ステーション ～ もしもの時にお水を配る場所 ～

〈浸水の被害例〉 〈浸水対策の実施例〉

止水堰の設置

施設のかさ上げ（換気口）

関東・東北豪雨における浸水被害（茨城県）
国土交通省提供

浄水場の水没 ポンプ室の浸水（山口県）
（公社）日本水道協会提供

お住まいから約半径2㎞の距離内に1か所、
都内215か所の水道施設と応急給水槽に開設。
あらかじめ、お近くの災害時給水
ステーションをご確認ください。

❶ 水道施設や公園の下に貯めておく施設

浸水対策 

避難所の耐震化に合わせて設置された
給水栓に区市町が仮設の蛇口を設置

〇避難所応急給水栓
❷ 避難所等

7

災害時の情報入手方法

災害時給水ステーションは、
このマークが目印です。

浸水被害が生じるおそれのある水道施設につい
て、施設の機能維持を図るため、出入口等への
止水堰の設置、施設のかさ上げ等の浸水対策を
実施し、災害対応力を強化しました。

災害で断水したときは、災害時給水ステーションで水をお配りします。
お越しの際は、水を入れる清潔な容器 (ポリタンクなど )、
水を運ぶためのカートやリュック等をお持ちください。
もしもの時に、次の場所で開設します。

水道施設の被害状況や局の対応状況をマスメディアに情報提供し、公表します。
局ホームページ

局公式Twitter

ラジオへの情報提供

拡声機付広報車 など

ビラ等の配布

区市町への情報提供
水道局公式 Twitter はこちら

局の各庁舎の掲示板や
玄関などへの掲示

～ 大型台風や集中豪雨に備えて ～

  

@tocho_suido

応急給水槽応急給水槽

避難所付近のあらかじめ指定した
消火栓等に区市町が仮設の蛇口を設置

〇消火栓等を活用するもの
区市町が設置する仮設のタンク等に
給水車等の車両を使用して水を補給

〇仮設水槽

震災等への取組
皆さまへ水をお届けするために様々な取組をしています。

耐震継手化 ～ 地震に強い水道管へ ～ 
震災時における断水被害を最小限にとどめるため、
継手部分に抜け出し防止機能を持つ「耐震継手管」への
取り替えを進めています。
特に、首都中枢機関、救急医療機関、避難所、主要な駅等の
重要施設への供給ルートについて、
優先的に耐震継手化を進めています。

管路の二重化・ネットワーク化 ～ バックアップ機能を強化 ～
震災等で個別の施設が停止しても給水できるよう、
導水施設の二重化、送水管のネットワーク化を進めています。

重要施設への供給ルートの耐震継手化（イメージ図）

耐震継手管

地震時にも抜けない！

この耐震継手管の模型は、東京都水道歴史館にあります

（イメージ図）

工事情報は
水道局ホームページで
ご覧いただけます。

浄水場 送水管 給水所

導水施設の
二重化

導水施設の
二重化

送水管の
ネットワーク化

導水施設

上下左右の揺れにも！

引っ掛かって抜けない！

地震の揺れ

地
震
の
揺
れ

送水管ネットワーク（イメージ図）

小作
東村山 朝霞・三園

三郷

金町境

砧・
砧下長沢浄水場

給水所
送水幹線
整備中の幹線

凡　例
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ぜひコピーしてご家族や知人に
お渡しください！

災害が発生する前に…すぐにできる備え

水道の災害対策ガイド

災害時に水をもらうときに必要になります。
事前に準備しておきましょう。

ポイント①ポイント①
「ふたのできる容器に口元まで」
塩素の消毒効果を保つために浄水器を通したり、
沸かしたりせず、蛇口から直接、
口元いっぱいまでそそぎましょう。

「1人1日3リットル」
ポイント②ポイント② 人間に必要な水の量は1人1日3リットルです。

この量を目安に、3日分程度のくみ置きを
してください。

1ℓ 1ℓ 1ℓ

10日
3日

清潔で蓋の
できる容器

「常温で3日間、冷蔵庫では10日間」
ポイント③ポイント③ 塩素の消毒効果は直射日光を避けて、

常温で3日間、冷蔵庫で10日間程度
持続します。

備 え

水を入れる
清潔な容器

水を運ぶための
カートやリュック

災害が発生する前に…すぐにできる備え

水のくみ置きのポイント

災害時に水をもらうための用意

ぜひコピーしてご家族や知人に
お渡しください！

水道の災害対策ガイド
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① 水道施設や公園の下に貯めておく施設
お住まいから約半径2㎞の距離内に1か所、
都内200か所以上の浄水場や給水所等の水道施設、
地下の応急給水槽等に開設

下記QRコードからお近くの
災害時給水ステーションがご確認いただけます。

災害時給水ステーションの開設状況は、
水道局ホームページ等で公表します。
開設状況を確認の上、お越しください。

② 避難所等
〇避難所応急給水栓
避難所の耐震化に合わせて設置された給水栓に区市町が仮設の蛇口を設置

〇仮設水槽
区市町が設置する仮設のタンク等に給水車等の車両を使用して水を補給

〇消火栓等を活用するもの
避難所付近のあらかじめ指定した消火栓等に区市町が仮設の蛇口を設置

実際に災害が発生したら災害時 実際に災害が発生したら

水道局公式 Twitter はこちら

@tocho_suido

災害で断水したときは、災害時給水ステーションで水をお配りします。
災害時給水ステーションは、次の場所で開設します。

最寄りの災害時給水ステーションを確認しましょう

水道施設の被害状況や局の対応状況をマスメディアに情報提供し、公表します。
さらに水道局ホームページやTwitter でも発信いたします。

災害時の情報入手方法

ビラ等の配布 局ホームページ

ラジオへの情報提供

拡声機付広報車 など

局公式Twitter区市町への情報提供

局の各庁舎の掲示板や
玄関などへの掲示

水道局ホームページは
こちら

災害時給水ステーションは
このマークが目印です。
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日　付 令和5年11月25日

地　区 上町地区

①男性 ②女性 ③その他 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上

数 14 24 1 1 1 2 6 12 12 4

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦 ⑦無職 ⑧その他

数 3 0 3 4 4 12 7 5

②令和２年度 ③令和３年度

数 6 8

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数 11 20 4 1 0

数 数

5 13

3

27

20

数 数

6 16

2 20

5 12

21

14

数 数

8 10

5 9

5

①知っていた ②知らなかった

数 12 16

数 数

12 10

10 14

9 15

①継続して
参加したい

②都合がつけ
ば参加したい

③どちらとも
言えない

④あまり参加
したくない

⑤まったく参
加したくない

数 12 14 3 0 0

1２．上町地区の防災に関して課題だと思うことがあればご記入ください。

１0　防災塾に継続して参加したいと思いますか。

１－２）ご自身について（年齢）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

8　平成２９年3月より、地区防災計画を区HPに掲載していますが、ご存知ですか。

9　地区防災計画の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと（複数回答）

3

⑤より多くの住民視点からの課題と対策の追加

１1　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

5　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと（複数回答）

6　今後の希望する「防災塾」の進め方について（複数回答）

③協力関係者への声がけと対策方法に関する話し合い
⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できるか
体を動かした検証（実践）

①防災まちあるきを通じた危険個所や地域資源の発見と整理

②他所の地区で作成された地区防災計画を読んだことがある。 ⑤全く知らない。

③防災塾で説明を聴いたことがあり、ある程度は知っている。

7　地区防災計画制度がつくられたが、本制度の内容はご存知ですか。

＜その他＞　外国人に対して理解しやすいパンフレットの作成や説明、防災井戸の確認、タンカで人を運ぶ訓練

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討す
る）を学ぶことができた。

③災害時に自らがやるべきことを理解することができた。 ⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

④地区全体の具体的なルールづくりや担当決め

⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介

防災塾①アンケート用紙（とりまとめ）

１－１）ご自身について（性別）

１－３）ご自身について（職業）

4　上記の「3」の理由をご自由にご記入ください。

　　　・講和が多くなり、実技が少なくなった。
　　　・福祉の専門職なので、その方面で協力したいと思っている。最近ずいぶん大きく防災が進展しているなと感じる。
　　　・おおまかな事を理解できたので、ホームページ等で詳しく調べたいと思う。
　　　・消火栓を利用した給水ステーションが移住地の近くにあるかどうか知りたい。そして、どのような状態で、それが開かれるか知りたい。区長の
　　　　権限がおりても、実際に駆けつけてくれる人は誰なのか（その人も被災しているはず）知りたい。
　　　・３カ月毎くらいにいろいろな項目を聞ける機会を作って欲しい。
　　　・要配慮者と連携をとった訓練などを今後行ってみるのはどうだろうか。

①地区防災計画作成のガイドラインを読んだことがある。

①ワークショップ形式のグループで議論
⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳し
い説明

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集
まって具体的に議論

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

①を選んだ方
　　　・映像もあり、応急給水栓や給水ステーションの旗等も実物があり、具体的でとても分かりやすかった。
　　　・災害が起きる前と起きた後、それぞれに対して耐震継手化、災害時給水ステーションの設置など、事前準備が整えられていることが分かった。
　　　・給水ステーションの場所の説明についてや、情報の発信所などをスマホで手に入れる方法について、よく分かった。
　　　・日常から水の備蓄など対策を行っているため。

②を選んだ方
　　　・学校の避難所運営委員会に参加しているため知識があった。
　　　・実際に対応するときには、分からなくなるのではないかと感じた。
　　　・避難時の対応や水の備蓄の用意をすでにしているため。
　　　・情報としては知って良かったこともあったが、実技があるとよかったと思った。
　　　・なかなか他の町会の進み具合などの情報が入らない。今回の防災塾に参加させていただいて、水道局で取り組まれている事が大まかに理解できた。ホー
　　　　ムページなどを家に帰ってから、じっくり見てみたいと思った。今回の塾では、発電機についても説明があり、しっかり調べてみたいと思った。
　　　・今まで知らなかった事等（災害時給水ステーションなど）知れて良かった。
　　　・防災訓練や防災塾にはなるべく参加しているが、すぐに忘れてしまう。
　　　・災害時給水ステーションの場所の確認、訓練に参加しなくてはと思った。
　　　・今回は水道を基軸に震災時の対応や、備蓄などについて学んだが、今回、水道の仕組みや応急給水槽について、しっかりと理解していなかったの
　　　　で学ぶいい機会になった。また水道局と区、市、村の連携も非常時には重要だ。

③を選んだ方
　　　・水のことのみよく分かったが、まだ分からないことがある。
　　　・水に関して少々分かった。下水、特にトイレに関することがもっと知りたい。
　　　・頭ではわかったつもりでも、実際に起こった時に行動できるか不安は大きい。

3　防災塾に参加して、地域防災について十分理解できましたか。

①令和元年度（平成３１年度）以前

10

　　　・一方通行で狭い道が多いため、災害時の活動に支障があるのではと不安。
　　　・公助、共助のパイプの在り方、及びその共有。
　　　・多くの住民が無関心、又は多忙でこうした防災塾への参加が少ない。
　　　・もっと若い世代からの防災意識の高まりがあればよいと思う。
　　　・６町会のつながりが薄い。各町会の防災、共助の取り組みを知ることが無い。
　　　・東京大空襲のときの写真で、真っ黒こげの消防団の写真を見たが、どこまで作業すれば良いのか？
　　　・大きなスーパーから震災後カートを借りられないか、又スーパー、コンビニにあるペットボトル使用の飲み物を給水ステーションにある程度集
　　　　めて、容器が足りない方に全て渡す。決済は、後で区が行うなど、区に契約してもらえないか。

⑨その他（給水ステーションの場所見学等）

⑥地域のいろんな方のアイデアが集まって、自分たちで
できる災害対策が講じられた。

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化さ
れた。

④言葉は聴いたことがあるが詳しくは知らない。

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工夫
や事例に関する防災講演

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対
策をより具体的に議論

⑧地域の課題と対策について、様々な方から広く意見が
もらえる会合
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防災塾② 実施報告書 

 

世田谷総合支所地域振興課 

上町まちづくりセンター 

 

（１）実 施 日  令和６年２月１７日（土）午前１０時～正午 

（２）場    所  上町まちづくりセンター ３階活動フロアー 

（３）参加人数 ３９人 

        【内訳】 

        上町管内の避難所運営委員 １９人 
        和光小学校 １人 
        上町地区身近なまちづくり推進協議会防災対策部会員 ８人 

上町あんしんすこやかセンター職員 １人 
        介護事業者 ４人 
        世田谷区職員 ６人 
（４）テーマ 

   上町防災塾「誰もが安全に安心して過ごせる上町地区を目指して～分かりやす

い情報発信のために、やさしい日本語を学ぶ～」 

（５）実施内容 

   外国人が情報を受け取る際にどのような困りごとを抱えているのかを知り、分

かりやすい情報発信をするためのやさしい日本語（外国人にも分かりやすい日

本語）について学ぶ講習会 

（６）成果物 （写真、配付資料、アンケート結果） 

   ①写真（講義の様子） 

 

   ・グループワークで作成した 
表示物→ 

・講義の様子↓ 
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②配付資料 
  2022.8.26 

聖心女子大学 岩田一成 
 
１、自己紹介 
難解公用文／公共サインのコレクター兼批評家です 

 
 
 
２、クイズ 
 
 
 
医療関係者向けに、映像を公開しています。 
コロナ やさしい日本語 
https://www.youtube.com/watch?v=nwne978lJBc&feature=emb_logo 
 
Q 世界人口のうち英語が使える人の割合はどれくらいでしょうか？ 
１、 2 割弱  ２、 4 割弱  ３、 6 割弱  ４、 8 割弱   
 
Q 在住外国人で日本語ができるひとの割合はどれくらいでしょうか？ 
１、 2 割強  ２、 4 割強  ３、 6 割強  ４、 8 割強   
 
Q 在住外国人全体を母数として多数派が読みやすい文字はローマ字である。 
   〇    × 
 
Q 日本への観光旅行者は、アジアと欧米が 5 対 5 の割合である（その他の地域は除いて計算）。 
   〇    × 
おススメ映像 「But we're speaking Japanese! 日本語喋ってるんだけど」 
https://www.youtube.com/watch?v=oLt5qSm9U80 
 
３、世界や日本の動き 
A SDGS 
理念 誰も取り残さない ⇒ 情報発信においても同じ 
方法 To get ordinary people on board, SDGs should be communicated in plain language and in the 
context of everyday life. （国連のウェブより） 

入居者が 60 歳以上の方又は昭和 31 年 4 月 1 日以前に生まれた方であり，かつ，同居し

又は同居しようとする親族のいずれもが 60 歳以上の方若しくは昭和 31 年 4 月 1 日以前

に生まれた方又は 18 歳未満の方である世帯。 
『読み手に伝わる公用文 やさしい日本語の視点から』（大修館）より 
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B 国が動き出しました 
 『生活・仕事ガイドブック』（やさしい日本語版） 

『外国人材の受入れ・共生のための総合的対応策（改訂）』 
 『「やさしい日本語」ガイドライン』 

『外国人の子供の就学状況等調査結果（令和元年９月 27 日）』 
＊ これらは検索をかければ、ウェブからダウンロードできます。 
 
４、防災とやさしい日本語 
 Q 災害時に外国人はどうやって情報を得ているでしょうか（中越地震調査）？多い順に並べてみましょう。 
 
 A 日本人以外の知人や先輩 ／ B  NHK テレビの報道 ／ C 近所の日本人  
  
ただし、本音は（           ）が欲しい。 
＊多言語防災情報 
ＮＨＫ WORLD：18 言語 
http://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/radio/about/ 
地震発生時緊急マニュアル：44 言語 
http://nip0.wordpress.com/about/ 

 
A 言い換え練習 
Q 防災関係の語彙を提示します。順番に言い換えてください。 
 
 
 
Q 練習 以下の文を別の言い方で言ってください。 
 
重体の方はいませんか 
広い範囲で強い地震がありました 
余震に注意してください 
火災感知器が作動し、係員が確認しております 
けが人を救助しています 
消火しているので、迂回してください 
 
Q 練習 駅のアナウンス 

ご自身が今電車の中にいます。外国人から、今の状況を教えてほしいと日本語で聞かれた場合、自分はどう

答えますか？会話調で答えを考えてください。 
 

［車内アナウンス］申し上げます。〇〇駅停車中の電車におきまして、お客様同士のトラブルが発生しており

ます。その影響で現在安全確認を行っております。運転再開までしばらくお待ちください。 
ご利用のお客様にはご迷惑をおかけします、申し訳ございません。 
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Q 避難所の案内サインを以下の例を参考にして作ってみましょう。みなさんが作成するお題は、「携帯電話の

充電場所」です。 

 

 
東日本大震災に関する「やさしい日本語」情報 弘前大学作成 
http://human.cc.hirosaki-u.ac.jp/kokugo/EJhigasinihon.htm#sinposter 
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１．本日の防災塾で学んだことや、印象に残ったことを教えてください。  

・外国の方に伝わりやすいということは、高齢者や障害を持った方、子どもにも伝わりやすいということを学び、

なるほどと思った。 
・町中の表示物の英文訳の拙さと非道さを学んだ。 
・外国人の情報の取り方に驚いた。（NHK テレビの報道＞近所の日本人＞日本人以外の知人や先輩） 
・要点を分かりやすく伝えること。 
・英語は外国人にほとんど通用する、ローマ字が浸透しているとも思い込んでいたが、概念が変わった。そして、

日本在住の外国人が日本語を理解し、ひらがなが読めることを学んだ。 
・長い文章は二文に分けると伝わりやすくなる、というテクニックがいいなと思った。  
・情報量を取捨選択すること。 
・質が悪くてもスピードが大事なので、ポイントだけ伝えること。 
・改めて公文書の表現は回りくどい表現が多いことを実感した。 
・講師の話がとても分かりやすく気がつかなかったことなど教えていただき良かった。カタカナよりひらがなの方

が外国の方には通じるということがとても参考になった。 
・シンプルイズベスト。日本語に自信を持って何事も取り組んでいきたい。  
・ひらがなが伝わりやすいということが目からウロコだった。 
・頭では理解していても、伝わりにくい日本語を使ってしまい、悔しかった。  
・避難所運営に関わらず、街中でも外国の方に接する際にも、まずは日本語で話しかけてみようと思った。 
・災害等の緊急時には、分かりやすい表現の伝え方がより重要であるということを学んだ。 
・自分が英語万能信者になっていることに気づけて良かった。  
・日本語で丁寧に伝えれば、外国人にも意外と伝わることが分かった。 
・講義中の言い換え練習が特に参考になった。 
・外国人にも、最初は日本語で話しかけてもいいということが印象に残った。 
・優しい日本語にするには、短い文で漢語、尊敬語等は使わないようにすること。それは発達障害者にも使える日

本語であるということを学んだ。 

 
２．本日の防災塾で学んだことを、どのように活用していきたいですか。 

・子どもたちに対して分かりやすく伝える工夫をしていきたいと思った。 
・和光小学校は帰宅困難者施設になっているので、分かりやすい表示を心掛けたいと思った。 
・外国人への日本語による語り掛け（言い換え）の試行錯誤に挑戦してみたい。 
・漢語の使用頻度を下げることに気を付けたい。 
・大切なことを伝えるには、短い文で端的にすることが大切だということを学んだ。私は看護師で、今までも分か

りやすい説明をする努力をしていたが、もう少し短い文脈で大切なキーポイントのワードを意識的に使ってみよ

うと思った。 
・表示物の書き方がとても参考になった。簡単に見えて実はたくさんのポイントがあり、意外と難しかった。一度

やってみることでポイントが分かり、実際に避難所での表示物作りに活かせそうだと感じた。 
・情報の取捨選択が必須になる場面は多いと思うので、なるべく具体的に簡潔に伝えて物事を進めていきたい。  
・在留外国人の方に防災に関する講話を行う際に、本日学んだことを活用したい。  
・これからの避難所運営、町会の活動で少しでも活用できたらと思った。 
・介護事業所の利用者さんや区民の方で外国人の方と接する時に、もっと日本語を使おうと思った。 
・避難所の表示物に、ひらがなを書き足したりして、より分かりやすいものにしたい。 
・避難所運営マニュアル作成やお知らせを作る際に、端的に重点が何かを伝えられるよう心がけたい。 
・地域に住む外国人の方に気軽に声をかけていきたい。  
・ケアマネ事務所を運営しているが、高齢者支援にも参考になることが多くあり、それらに活用していきたい。  
・PTA で役員をしているので、作る書類に活用していきたい。避難所運営訓練でももちろん活用していきたい。  

③「上町防災塾」アンケート結果 
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・外国の方や子どもと接するや、仕事でコミュニケーションを取るときに活用したい。  
・1 歳の子がいるので、日々の生活の中でもいかに簡単な言葉で伝えられるかを試していきたい。  
・外国人に話しかけられた時に怯えないで、日本語で話したい。 
・町会の避難訓練で活用したい。  
・日ごろからメール文や電話、人と会っている時、重点を分かりやすく伝える訓練をしたい。 
・特別支援学級での言葉遣いにも活用したい。  

 
３．本日の防災塾のご感想やご意見など、自由にご記入ください。 

 
４．防災塾で実施してほしいと思うことすべてに〇をつけてください。 

・このような企画が立てられること自体、とても人にやさしい地域・地区なのだと感じた。（自分たちさえよ

ければ、ということではなく。） 
・外国の方に伝わる＝すべての人に分かりやすい伝え方、言い方だと思った。 
・講師の平易でユーモラスな語り口が良かった。 
・講義で学んだことを、グループワークで実践できて良かった。 
・防災はもちろん、自分の仕事にも役立つと感じた。人への伝え方を意識していきたい。 
・楽しい講義でとても楽しく学ぶことができた。いろいろな視点を学ぶ機会となった。知っていることが重要

だと思うため、今回参加できてとても良かった。 
・多言語の情報が求められていると思っていたが、下手に多言語にするよりも、日本語の方が通じるのは不思

議だった。 
・目線を変えて物事を見るということを学べた。 
・1 度では忘れてしまうこともあるかと思うので、またお話が聞けたらと思った。  
・講師のお話がとても面白く、ためになりました。 
・何回も受けている防災塾だが、今までの中で 1 番楽しかった。 
・防災にかかわらず、日常的に役立つ内容でとても有益だった。講師の話が分かりやすかったので PTA など

にも紹介したい。 
・講師の講義が面白かった。（複数回答） 
・東日本大震災、能登半島地震が起きたが、他人事と思わず我が事として対応策を考えなければならないと痛

感している。良い情報を得ることができた。 
・介護事業所として地域とどのように連携していけば良いか悩んでいる。一緒に考える機会を設けてほしい。  
・講師の著書も読んでみたいと思った。 
・大変分かりやすく、新しい発見があった。  
・自分の知らないデータ等がたくさん知れて面白かったが、やはり根本的解決のためには国や行政の動きも重

要だと感じた。 
・看板など、外国人には分かりにくいものが多大にあると感じた。  
・分かりやすいということが人との連携に 1 番大事なことだと思った。  
・講師の先生のユーモアを交えての話が面白くてあっという間の 2 時間だった。  

項 目 回答数 
ワークショップ形式のグループ議論 ３ 
少人数で集まって地区全体の課題と対策をより具体的に議論 ３ 
防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験 １２ 
課題と対策に関する他地区の防災活動の事例紹介 ７ 
行政の防災担当者による防災対策の実態に関する説明 １０ 
防災専門家や被災対応経験者を招いた防災の事例や工夫に関する講演 １６ 
地区の課題と対策について、様々な地区住民から広く意見がもらえる会合 ４ 
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５．上町地区の防災に関して課題だと思うことをご記入ください。 
・避難所の進捗状況のばらつきの底上げ。 
・地域防災へ参加する人が限られており、かつ高齢化が進んでいること。  
・狭い道や私道が多いので、避難にも苦慮する地区だと思う。  
・担架訓練がしたい。 
・避難所内に 1 人でも医師がいないと、慌てて逃げて、薬を忘れた方や心不全、高血圧、深部静脈血栓症、肺炎の薬

1 つ出せない。看護師は医師の指示がないと皮膚の塗り薬も塗れない。  
・初期消化の事例を学びたい。  
・スタンドパイプや D 級ポンプが素早く使えるかの訓練。 
・防災に関わる人の分母を増やしていくこと。 
・怪我の手当ての講義が少ないと思う。 
・在宅避難について。 
・外国人対応が課題だと思う。 
・訓練等の体験。  

 
６．防災に関して学びたいテーマをご記入ください。 

・関係する諸団体の連携と対応。 
・シミュレーションの機会が多く欲しい。  
・上町地区にポイントを置いて、実際災害が起きたとき、どうなるのかどうするのかを細かく知りたい。 
・在宅避難について。  
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防災塾 実施報告書 

世田谷総合支所地域振興課 

経堂まちづくりセンター 

 

（１） 実施日  令和５年１１月２５日（土曜日）午前１０時～正午 

（２）場 所  桜丘区民センター別館ホール 

（３）参加人数 ３０人 

（町会、民生児童委員、赤十字奉仕団、小学校長、介護支援事業者、福祉避難所施設長、

あんしんすこやかセンター、世田谷防災士会理事） 

（４）テーマ 

   「避難行動要支援者への見守りと在宅避難の備え」 

（５）実施内容 

  ①説明「避難行動要支援者個別避難計画の取り組み状況について」5 分 

   世田谷総合支所保健福祉課 大嶋係長 

   ②講義「避難行動要支援者の見守りと在宅避難の備え」50 分 

   せたがや防災ＮＰＯアクション 宮崎猛志先生 

③グループワーク「避難行動要支援者の見守りについて」45 分 

 各グループでテーマに沿った【平常時】と【災害時】の課題や行動できるアイディア

を話し合った。各グループから内容を発表し参加者全体で共有した。 

 

【平常時】（要約抜粋） 

・危険場所の確認 ・家族の避難場所の確認 ・一時集合場所の把握 

・近所の挨拶 ・身近な人の状況把握 ・知り合いを増やす ・避難計画の共有  

・最近引っ越しされてきた方との交流 ・防災訓練に参加 

・自宅建物内の防災 ・要支援者の自宅の家具転倒防止 ・在宅避難の準備 

・食品のローリングストック 衛生用品の備蓄 ・要支援者の備蓄の点検 

・自助の意味を広める ・災害時の支援の役割分担  

・介護事業所としての防災設備の強化 ・学校の鍵保管 

 

【災害時】（要約抜粋） 

・ご近所での安否確認の声掛け ・安否確認の照らし合わせ  

・要支援者への訪問 ・独居高齢者への声掛け・必要な支援の確認  

・要介護者の薬の確認 ・家屋の確認 

・支援が必要な人や事を情報伝達（行政・社協・あんすこ） 

・介護サービス事業者への情報提供 ・事業者としての安否確認（ＢＣＰによる） 

・福祉避難所との連携 ・町会と介護事業者との連携 

・ワンちゃん猫ちゃんのことも気になるので気遣いたい 

54



 2 / 2 
 

 

質疑要旨 

Ｑ：震災時のガソリン備蓄が少ないが、無くなったらどうするのか。 

 Ａ：協定を結んでいる石油商業組合世田谷支部へ支援要請し調達する。 

 

（６）成果物 

別紙参照 

（７）アンケート結果 

別紙参照 
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令和５年度 経堂地区防災塾アンケート集計 
 

 

１  本日の講習内容についてはいかがでしたでしょうか？ 

・ 大変勉強になりました。家に帰ってもう一度読み返したいと思います。 

・ とても良い勉強になりました。自宅に帰ってまず、まわりを見て改善すべ

き事などを改めて考えてみたいと思います。 

・ 大変勉強になりました。 

・ 講習内容はとても良かったです。今後、自分のため、地域のために考えを

深めて行動したいと思う。この様な講習は、地域住民（町会員）の方々に

こそ聞いていただきたいと思いました。 

・ とても参考になりました。個別避難計画等、知らない事が多かったので。 

・ 宮崎先生の話を伺って、思っていた避難行動が違っていた事を知れた。

自助がとても大切であると思いました。 

・ 内容はすごく良く、時間が足りない。 

・ 宮崎先生のお話、何度か聞いていますが、経験に基づかれていて、分か

りやすく課題がよく見えます。 

・ 良かったです。 

・ 各地域の状況も分かり、大変良かった。 

・ 避難と脱出の違いについて認識を新たにできた。 

・ ためになった。分かりやすかった。 

・ 宮崎さんの内容、濃すぎて理解が追いつきませんでした。でも、大変ため
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になりました。 

・ 自分の身を守ってから周囲の援助。ちょっと救われた気がしました。 

・ はじめて防災塾に参加させていただきました。今まで何も考えていません

でしたが、被災前・避難・脱出、全てやる事が違うという事。今まで全部ひ

っくるめて避難だと思っていましたが、そんなところから今後の行動を考え

ていかなくてはと思いました。 

・ ストック用品について再認識しました。地域でまとまる大変さをあらためて

感じ、我が身の力不足を感じています。 

・ 自分自身の身のふり方を考えました。とても良かったです。 

・ 講義では、多くの誤解されやすい点を整理していただき、大変ありがたく

思いました。また、グループワーク等では各地域の悩みが共有され、近

所・地域のネットワーク作りの重要性を再認識いたしました。 

・ 問題提起してくださり、ありがとうございます。平時の備えをどうしていくの

か、学校教育等で伝えていくことも大切と。また、町内会というすばらしい

組織をどう利活用していくのかが防災力を上げる要と思いました。 

・ 課題の多さ大きさに、あらためて直面した。 

 

 

2  今後の防災講習で受講してみたい内容がありましたら教えてください 

・今日の続き、グループワークの補足を考えたい。 

・災害ボラセンの話、詳しく聞いてみたいです。 

・事例→実際のシュミレーション 
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・在宅避難について 

・具体的な避難所開設の訓練 

 

 

 

3  ご意見（自由意見）ございましたらお願いします 

・町会でも、もっと本腰を入れて取り組む課題と思っています。難しい事を考

えずに出来る事からと思います。 

・とても難しい課題でした｡ 

･行政のシステム等、あまり目にしないので知る機会がもっとあればと思いま

す。家族に要介護者がいますが、情報はあまり入ってきません。 

・とても勉強になりました。 

・社協としての参加が無かった事。時間が足りないと思います。 

・避難所となる学校関係者も入るといいと思います。 

・ありがとうございました。 

・大変参考になりました。 

・ご近所と日ごろ顔見知りになり、仲良くする事が大事と思っているが、若い

人、特に新しい建売に引っ越してきた人は町会に入る事も渋々で、意識が低

いのが残念。 

・新たに自覚が強くなりました。支援する方より、自分が支援される側に立っ

て考える必要を感じました。近所づきあい重要。家族の話し合いの必要性を

感じました。 
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・区の要支援者の制度が、どうもうまく回っていないというのをいつも感じる。

住民側と、受ける町会側の受け取り方の差がいつまでたっても埋まっていな

い気がする。毎回地元の方とグループになって、いろいろ話が聞けるのでい

いと思います。 

・周囲の状況を把握するとか大事。 

・防災塾はいつまでやるのですか？避難所運営マニュアルが更新されれば

終わる予定ではないですか？ 

・参考になりました。ありがとうございました。 

・勉強になりました。ありがとうございました。 

・町会、商店街、ボランティア、学生さん等々、多様な方向から関わりあう

方々と意見、情報交換できるこうした機会をより充実させていただきたく、お

願いします。 

・名簿の話が多く出ました。マイナンバーカードの利活用は？と考えました。

町内会をつなぐ何かがあればと思いました。 

 

 

 

 

 

☺ご協力いただき、誠にありがとうございます。おつかれさまでした 
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防災塾 実施報告 

 

  世田谷総合支所地域振興課    

下馬まちづくりセンター 

 

（１）実施日  令和５年１１月１８日（土曜日）午前１０時～午前１１時４５分 

 

（２）場所   下馬区民集会所 

   

（３）参加人数 ５０名 

（町会・自治会２７名、地域団体１５名、一般参加者（公募）８名） 

 

（４）テーマ  発災後７２時間は地区の力で乗り切る 

 

（５）実施内容 

   ①開会挨拶 

    下馬地区町会自治会連合会会長 田嶋 宏 

    世田谷総合支所長       加賀谷 実 

 

   ②講演 

    テーマ：「在宅避難と避難所のあり方」 

        ～避難生活を自宅で乗り切る～ 

    講師：せたがや防災ＮＰＯアクション 宮崎 猛志 氏 

 

   ③質疑応答 

 

（６）成果物 

・写真 

・アンケート 

 

    
     講習会の様子①      講習会の様子② 
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日　付 令和5年11月18日

地　区 下馬

１－１）ご自身について（性別）

①男性 ②女性 ③未記入等

数 31 9 6

１－２）ご自身について（年齢）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上

数 1 5 5 7 17 7

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦
　（主夫）

⑦無職 ⑧その他

数 6 4 4 5 4 4 13 7

②令和２年度 ③令和３年度 ④令和４年度

数 16 17 21

3　防災塾に参加して、地域防災について十分な意見交換や議論ができたと思いますか。

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数 10 16 8 5

・町会内でのコミュニケーションが不十分、防災関係者だけが知っているような状況なので、もっと防災意識を高める工夫が必要と思います。

数 数

8 15

5 8

35 5

32

・過去の被災地の状況の事例をまぜながら詳しく発災からの流れを知ることが出来ました。

・避難所がどうあるげきかを確認することができた。

・時間の関係ではあるが、講義中心になっており、知識は十分得られたが意見交換や議論にはなっていなかったので。

・現場での経験を話された宮崎さんのお話しは大変参考になりました。

・多くの方の参加があったこと。

・グループワークがなかったので。

・知識を頂きました。

・質疑でさらに理解が深まったから。

・講義の内容はとても参考になり、興味深いものでした。意見交換、議論の場は今回のアジェンダでは時間が少なかったと思いました。

・知識を身につけることができた。

・意見交換や議論を行う時間はなかった様に感じた。

・北町会は、下馬団地、一般住宅が混在しているので、統一できない。

・町会での訓練人数がふえた。

・地域防災に対し、町内会の役割が大切なことが分かった。ただし、初動に関して、どう動いたら良いか、町内会で充分に準備をしておかない
といけないと思った。以上が、未だにできていない。

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たち
でできる災害対策が講じられた。

①令和元年度（平成３１年度）以前

15

・防災への意識が高い方達が参加していることから。

⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討す
る）を学ぶことができた。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　上記の「3」の理由をご自由にご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

・それぞれ団体の取り組みを知る事が出来た。

5　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化
された。

・講演内容の幅が広すぎる

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。
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数 数

12 13

9 28

9 11

13

22

数 数

12 11

10 4

9

①知っていた②知らなかった

数 18 13

数 数

18 8

9 15

14 7

①継続して
参加したい

②都合がつけ
ば参加したい

③どちらとも
言えない

④あまり参加
したくない

⑤まったく参
加したくない

数 26 6 1

１1　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

・とても良かった。

・世代交代を考えて行きたい。

・防災塾の回数をぜひ増やして頂きますようお願いします。

・「在宅避難と避難所のあり方」について詳しく学ぶことができました。町内の今後の取り組みに役立てたいと思います。

・毎回参加して防災について勉強になりました。町会でもいろんな人に参加してもらいたいと思います。意識することが大事です（協力すること）

＜その他＞・地域住民への全体的な場を！

 ・防災訓練などの回数を増やす。住民参加を増やす。

・地域で情報共有、顔つなぎすることが重要だと思います。今後も継続いただきたいと思います。

・お声掛け頂き、ありがとうございました。引き続き様々な連携を取りながら参画していきたいと思います。

・大変ためになる話を伺うことができました。下馬地区にある学校ですので、地域住民の方への対応について、考えていくきっかけになりまし
た。特に看板の準備は大切なように思います。

・宮崎様のお話がとても分かりやすく、具体的な場面を思い浮かべながら伺えました。特に物資の配分は初めて知ることも多く勉強になりました。

・何年か前に羽田のクロネコヤマトに行ったことがある。世田谷区にも早いうちにくると聞きました。

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できる
か体を動かした検証（実践）

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所や
地域資源の発見と整理

　　　　　・町会活動への住民の無関心の状態を何とか変えて関心を高める。

　　　　　・地域と学校との防災活動の連携。（コロナで連携活動が中断している）

・大変具体的な内容で勉強になりました。この内容が、地域全体の常識になると素晴らしいなと思います。

１0　防災塾に継続して参加したいと思いますか。

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的な
ルールづくりや担当決め

⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳
しい説明

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの
住民視点からの課題と対策の追加

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対
策方法に関する話し合い

9　地区防災計画の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

②他所の地区で作成された地区防災計画を読んだことがある。

③防災塾で説明を聴いたことがあり、ある程度は知っている。

1

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集
まって具体的に議論

⑤全く知らない。

・今日のお話は良かったと思います。在宅避難の大半は、方法とかよく分かり良かったです。

6　今後の希望する「防災塾」の進め方について

8　平成２９年3月より、地区防災計画を区HPに掲載していますが、ご存知ですか。

⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介

①地区防災計画作成のガイドラインを読んだことがある。 ④言葉は聴いたことがあるが詳しくは知らない。

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工
夫や事例に関する防災講演

7　地区防災計画制度がつくられたが、本制度の内容はご存知ですか。

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と
対策をより具体的に議論

・町会別に小さな集合体でもやってほしい。

・日頃考えて生活しているが、とても参考が大きく、より理解出来た。

・常日頃より防災塾での情報が大いに役立っている。

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から
広く意見がもらえる会合

⑨その他（町会ごとに今回のような講演会を開催して
意識を高める。
 
）

86



 

   

  

防災塾 実施報告書 

 

世田谷総合支所地域振興課 

上馬 まちづくりセンター 

 

（１）実施日 令和６年１月２４日（水曜日）午前１０時～午前１１時２０分 

（２）場所  東京都下水道局発注 蛇崩川増強幹線工事現場（世田谷丸山公園内） 

（３）参加人数 ３２人 

（４）テーマ 

   ⅰ 発災後７２時間は地区の力で乗り切る 

   ⅱ 東京都の豪雨対策 

（５）実施内容 

①区あいさつ 

    ②区「上馬地区防災計画」説明 

③都下水道局「蛇崩川増強幹線工事」概要説明 

    ④同工事現場見学 

    ⑤アンケート記入 

（６）成果物 

写真 
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日　付 令和6年1月24日

地　区 上馬

１－１）ご自身について（性別）

①男性 ②女性 ③未記入等

数 4 5 1

１－２）ご自身について（年齢）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上

数 1 3 5 1

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦
　（主夫）

⑦無職 ⑧その他

数 1 5 3 1

②令和２年度 ③令和３年度 ④令和４年度

数 2 2

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数 2 4 3 1 1

数 数

9 3

4 1

6 2

4

数 数

4 2

2 5

3 2

8

6

・今回初参加だった。勉強になったが、議論の時間はなかった

・一方通行の講義。水害防止の取り組みはわかった

・意見会や講習会が行われたりはしている

⑨その他（
 
）

⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

3　防災塾に参加して、地域防災について十分な意見交換や議論ができたと思いますか。

5　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと

6　今後の希望する「防災塾」の進め方について

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工夫
や事例に関する防災講演

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題
と対策をより具体的に議論

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から広
く意見がもらえる会合

⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳し
い説明

⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　上記の「3」の理由をご自由にご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

①令和元年度（平成３１年度）以前

1

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たちで
できる災害対策が講じられた。

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化さ
れた。

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討
する）を学ぶことができた。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ
集まって具体的に議論
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数 数

2 5

1

①知っていた ②知らなかった

数 4 4

数 数

5 1

5 3

3 7

①継続して参
加したい

②都合がつ
けば参加し
たい

③どちらと
も言えない

④あまり参加
したくない

⑤まったく参
加したくない

数 4 5

１1　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

事故のない様に

・本件工事に関係されている皆様に心より厚く感謝するのみです。自分の世界には関係なかったのでびっくりしました

・大変勉強になりました。このような大変な工事があることを知りました。ありがとうございました。関係者の皆様ご苦労様です。

②他所の地区で作成された地区防災計画を読んだことがある。

・自然のちからを最大限活用した対策をするとよいと思う。浸透ますを増やすなど。うめとぴあのような建物を増やすべき

7　地区防災計画制度がつくられたが、本制度の内容はご存知ですか。

①地区防災計画作成のガイドラインを読んだことがある。 ④言葉は聴いたことがあるが詳しくは知らない。

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの住
民視点からの課題と対策の追加

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと
対策方法に関する話し合い

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できるか
体を動かした検証（実践）

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所
や地域資源の発見と整理

③防災塾で説明を聴いたことがあり、ある程度は知っている。

＜その他＞

１0　防災塾に継続して参加したいと思いますか。

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的なルー
ルづくりや担当決め

⑤全く知らない。

8　平成２９年3月より、地区防災計画を区HPに掲載していますが、ご存知ですか。

9　地区防災計画の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと
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